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所木林 方限 要 の

をの
採次
伐、

在的件法
止お

遠の石禁と

久次落

ると

大に危すり

郡図の
防る

町すの。す

成示険

字部

。

ヨ分 項

リ部 １

オす 第

日

に

プる 定

ッ限 規

マに の

２、 り

海の） よ

北３。

の

事３の 次

知・３ 、

道
の

よ堀

勝

士にめ十

中分た道

う

る支

幌限
。庁

海部 ・ 北済 ５）経 の

林 道

課

知の務

事

及

縦２

略て第

上士

堀以び

の供規

そにの

、覧項

し

り

及。よ

面るに

図す定

類よ

書の

係次

関、

び）

に
都分止。

をう

）
・。

１る
の限

の、
１
６
・の

海
北

上
以

一道

五知

〇

堀
事

を

筆 林

達２ 安

上 保

以 に

に役

筆町

２幌

指つ
也に

北に

て備

也いに

つ場

達

支指

山の

檜林

道安

海保

也
達

て
い

つ
に

筆
３



定 北

森を 海

解平 道

除成

林 市

告法 役

平 す 示 所

成 る年 第昭 次に

十 。８ 和 の備

四 月 とえ

年 号年 お置

八 りい日

北 海

３

の 定
立村立次

指アイウ

伐林伐と

木木 主主森間
伐 はと整にお 施のの 伐

と 採採 業、し備係り 伐

伐画森す のの

択て計る

伐

道 公 報

定１２ 北

森す 海

る平保指 道

。成

林
告安 法
示定

年林 第

８の

昭

の 和

月所

号在 年

日目

第

村立次経

イウ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

及及 の

て計ると」課 採

伐画森す

号

２３
の伐

定木主 定
立

指指ア

目の
択 採 業、 の伐は 施

法 伐

月 律 」て

二 第 は縦

十 、覧

七 省に号日

、る第

しす） 略供
そ。

の

の）条

火

第

係２

関

曜

採で林る 方限 要

類２

書

、

件法よを定は度。

に
こ標の

。るる次

るすめ
と

で期り

が伐お

と準と
の。

立上る

る以す

き齢

第所的

律場 法

はも
木

雪 号稚

の 第

内、害 ）

市

防 大

の

字の備 条

稚

第

内、 ２

村

２字

度。阿

採で林るびび 限

を定は

るる次の町

すめ、次寒

と準とお場

こ標のと役

で期り」備

が伐おりに

る以す、置

き齢とはえ

木の。略て

立上る省い

件法よ
に 方 要

はもし縦

防
の

出
流

の
砂

土

。
る

的

項

備

日

よ

宗に

道定

海規

北の

を

よ

済の

経次

庁、

支り

谷

と
、の

課保

務に

林う

部

在
所
の

木。
立る

該す
当 の

クの 項

に
村
町
市
る
す

ト

よ

北ツ に

ベ 定

ネ 規

海

り道

よ

、 の

事６ 次

知の 、

堀

う

そに

、の、覧

９ 保

の に

立る図す

該すの供

当と
所び）

の及。

木。面る

町を

市類

る書

す係

在関

稚の

び林

及安

に海

村北

事

内指

北

都は

３

海

、平 道

完成

市 開

網計 発

了 走画 許

し年 支

た８

法 可

庁 年

。月 告

れ開所

１２
町
市
る
係

月

地許び

成発る発及

平開
区

８又のを名

年域域可氏

林

達、 安

月は名受

を也

事

指の
北

都は 海

、 道

完
市 備

上計 え

了 川画 置

し 支

た
法 次い

庁 のて

。 告

町支

市路

る釧

係道

図縦

２
場安目

た解解在保た解

と

除除 的に所林的

目除

１

るし

係 と

に所林

除場安

解在保

昭 るし

係

示和 日

日 第 及

年 び

号

第
律 号

法 番
平

）

成号

年第

７

工称け

月条

ま住

含の

に者

日区た
限川海

郡旭有旭北

川
上

社３富

川市会市道

東川

昭

町東

示和 」覧

第 はに

年 、供

号 省す支

、）

第 し。

律 略る

法

そ

号 庁

面第

図）

の
を

理理

安指

保て のの
北条

風道

由所れ由

のさ

林定
の用

道尾の害路

農広次
備と

地広に防地

用郡図

指

保て

す町すす

と尾示

害

網風

所れ

のさ

林定

安

第

琴
藻備

東防

郡の

走

定

更海 規

変北 の
項

日２

設走 よ

建網 に

上道

一 第支 る

五 庁 次

一

士

行

号太 発

８開

－長 の

光条
旭通興
業 番条川

ほ丁商目式

北５通丁株

４代１社

道か目右会

海

取代

川筆番表号

上４
支

佐役
締

長役取

庁号締表

第

柄

吉

告

支規

勝の

十項

道１

海

示

林次

部る

済よ

経に

庁定

部る
び行

及発

課開

務の

め別にめ

た紋分た

る字
限
る

、 ・） １。 の
３ ２の の

園
山
字

村

上
以

道、 海４ 北の
知

堀、
７
事の

小

工

夫 る
す

敏 関
に

田 為

に

広為

一稔

洋之
秀川

田 ２

に工

場る

役す

町関

尾

て
い
つ

に
筆

也
達８

の



道平講過
アイウエ

が成師去
をに 行
う年６、

指４名次

名月以に

競１上掲

北 海

２

令

資役の政政。

資次と
第 ず第 務格令 い
れ のに

該の の 種も条 条 要

道 公 報

１

札種契

平資平入の
争務

に類

成格成
及

８調度加、

年び年参は

をおるに

月達にす

日すい者定

第

規 北

地定

３

海

に 道

よ
方 所開

教

り
自 及発

育

、
治 び許

委

一
法 氏可

員

般
施 名年

会

競
行 月

教

争
令 日

育 及

号

発る発

開れ開

１２

平区地許

成域域可
十又のを
四は名受
年工称け
八区た

争日確げ

入の保る

札直でソ

に前きフ
とェ

す事こウ

関のるト
研

名をの

指税。ア

る業
て行

止しを

停納修

を滞

す第 第 格類件当４ ４

さ

に 平平こ項 項 る２ １
。規 規 成以成との

下定
す 年年定
者 コ格コよ る 度資度に

な ピとピ競 で ン」ンり
こ ーうー入 い ュいュ争

も

役北必る

るてにめ約
ー

の道なの平ュ

務海要

タ

種教資と成

類育格す

員、。８技

委はる年実
月研
修

会
がに

業

北結めに座

締定日講

海しる一

入 長

札
昭 び

告 番道

に
和
示 号教参 第年

育加 政
す 号令 端平委第 野成る

員者 町

号 土年に 会
。 地４必

教
な
以 開月要
下 発育 公日資

月に者

二含の

十ま住

七
日

端端

郡郡

呂呂

常常

火

町町

野野

曜

てなた

れいっ

三端

字字

あ

いとが

なこ績

いい実

タ札

。
と

。こ

とる

こ。

技の 。 実）実へ と タ。
講講を 修修加 研研参 技

れ 務

務さ 業業除 座座排
者 関

る に

い 託

託て 委

委

教うの競委

道よも般務

委すし入契

育とと争託

当の

員る、札約
を

育定契告

教に該公

会
相契よう

るに行

長め約

馬に調成

約り平

係達

長

網を
政 社格

告

」 理建定
令

示

。 い 長第た
と 事指め

う

敏第 号） 田１。 黒－
勝

５
の

条

日区野
番

、
２地 番

番
、

番

申

次行格再再

をアイウ
有業請 申 のう資中を企

を企す組し 請

いこ格小

す

れが有業る合よ

ずと

５

格こ
い 資

な る

で

提

格 申資申再

たアイ資

出 審書出 請申 審 格請提
をのの の先 査類先請 査

の

般るン

一すコ

秋るを年

４
競役ピ

夫
びて格申資前

及め資午

請

済小協い審格９

経中

の査か

産企同る査審時

合き申のら の 業業組と

和にの

３

の
項

１
第

局等

つ ク資中以
法て掲 格小 研下年いに

修企 要業 に中律はげ

対件小第、る 等

当資

オカキ

応企

一
太
郎

と 方 かです等者又う
の

あ協法す

にきる協では

。の組る業る

該る者同
の合は

す当合も組者

当
る該
業限あ４

者資企にで、

引に組るるの

で格
るを）格の

き係合。資
変有請

き営除をを申

続

方申提所再 のの
資業く

称地請由

請出在申 名事

北郵電

次こ
、る

法はす
道番番

掲に海便話

にと
申行育

るり教号号

げよ
請わ庁

書な生－－

類け涯

請後

時 長協に。請申午

組っ時期は５

が同あの
及平ま

う合て期、時

行

）

公第、び成で

官法は

需３設方

第の８間

適条立法年の
し

組４際月に

格
合号に

証掲格かけ

のに資日な

の協

該格 同 し業
組 た等中要 特号
） テ例協小件 第 合

組業、 等３ 法 キ同企は

デ条 ス

」協用 ー第 昭 ト合等適

の等同し タ１ 和 等
ベ項
い合い ー第 年 教と組な

号 律 をう又。 ス７ 法 材
供）協 フに 第 提。は ソ
ト掲

等
ホ
ー

ペ 作
ム ジ
ー ー

ホ ペ
等 ム

）しる類

格を。更す書

で提

得続でた者の

を相

う合るのそ出

よ、あも

す又格構に

と併資の先

も譲有員当

るはを成、

はにる変提

の渡すを該

資りでし先

、よ者更出

格承そたの

－ のれ学

提ば習

出な部北
札内 にな中道

先ら小海

当。特幌線 、い・

該殊市

提教中－

出育央

れ

示条

指３

の北

先課区

な

をる有９ば

明げをら
な

す業る６ら

有企す月
。

と合でまい

る組者日

きあで

。以る
の曜

下も土
日

組成び

業構及

企が日

合員

で及同

る中合 ）る きび組 号げ

と企次 ３同 こ小が 第協

規
等い に合 。業の 条組
ず

る
のか す下 体れ 定以 団

に
組 に当 小同 織該 中協 組

フ
閲 ソ

ジ 用
ー 成

関す 企

ト
フ

ソ ト
覧

一
五
二

査し構の示

審継のも指

申り

再者員よ

のた成に

目

り丁

よ７

に西

請資作

を

と過日

」の曜

し
成

作

占。

。をく

う数除

い半 と ると 等」 する 業合

）

、 組う 律は 同い 法き 協

。
） 合昭２



５
札

入入開開入
入

平 札

成 保 札札札札に

十 参

四 証 場日場日加

年 し

八 所時所時金よ

北 海

講契郵北電入

修

２３４

札成座約便海話札

入平
業条番道番執 に

育の

参年務項号教号行

加北委を

場 庁 す海託示

及

る道にす－生－所

涯 者教関場

道 公 報

１

達

成札調平調契研

平入
に達成
を約修 年付を
る度る期場

８すす年す

事役コ役

月る

日項務ン務間所

第

北

次

７

海

の 道

と

約資資

教

お

に有資格

育

り

効 係格格を

委

一 期 るは有

員

般 間 一１のす

会

競 の 般のる

教 喪者

争 更
競

育 争にが

号

６
格 たの格

し格資資

成資
期効 有 請効有 の 申有の

を及間 期

類間期 効 書

月 う

二 と

十 す 北北平

七 海海成ににる

日 同同者 道道
９。。、

札庁年じじは
の

市館月そ

幌別
中９

火

区共の

央階日者

曜

３会後積

北用午見

び 学－ に育す所

必委る習日
時 要員資北部

資教を道中

な会格海小

す幌特線 格育有札・内

長
告る市殊

示こ中教－

第と央育

。区課

名ュ仕

のピの

に３

号北

説

タ等約札

称ー様契入
に

研入の書

技結明

実締
明らる

講説かよ

修札日

北務に成

業書平。

座

海委よ

入 長

札

入新定失２

告 札めに

示 のる規

以 第

下

落契定

札約す

号 決にる
要」

のる格札

定係資入

ででにい

まの件と

日も

間は
する当。

とあ該う

期格

し該資

出当、

提び
ば更す

れの有

け間を

な

め

な続認

ら手と

な新る
旨

。た

い

日

た

西室時っ

条議２も

７

額
金

目約

丁分契

定西

規条

地
び
及
税
費
消

成
平目

る丁

す７

託る年

ー
ュ
ピ
ン
コ
度
年

育月

教。３

道
委

馬
相

長
育
教で

会ま

員日

い実

。めなを

るたし）

期とる

効とす

有こ施

、

き

新と

更た

のっ

間な。

知
通

の

わ資

行、

、は

は

の
１
ら
か
日
た
っ

あ
が

税
費
消
方

に

入は

名所の細
こ詳

アイ

研
技
実
タ

の入 在札、

で約

る捨税す者契

アイ
金札あに

落額て業る落

金で額者る関

札をた者

秋

算額あをとかす

決加

夫
９

開に入

財を契要そ号

格

金

規札 っ書掲札

務も約
入成る額 の 則の て作げ

いを

な格

札の入に

第時

６７８

。
う

。失

交交便便札

う入郵郵落

にびの

）説等及者

。札
書よ電決

第明付付

の場方る報定

契
る
め
定

保第

以証入
金札
を保条 下

説
執札

付金７ 消納証の

電公に
、書
は明

称地行
番する

海便話開よ

北郵
育。

教号号る。

道番
庁
生－－

涯

－ 学
事

にし）る入なをる

定

たし務

当たをか札っ申

税に者出を

た金も免書

てて業記はる担

っ額っ

とす

は当落者載、こ当

る札。る

、該札です落

額格るこ決組

入金価あ

後の

書にとかと定織

札
円る問速名

に１すを。

に

載未のわや称

記

要札係 お
び消 第い 有否他及る 条

の税 項、 なこ費 １て 効

告の 規に 札公等 の２ 入

定扱 に定 限に取 定規 に
）る りる 。めい よす る

条

を た札 め格 し入 定資

所法札よ法 か交入に方

関入 第にる ら付

札 す札北
市道場認

条る幌海のは

でな

で項中教所め

ま事

付。

定区庁交い

の央育
条学る

る３涯す

め北生

等る納び 税すの及 費

と

免道 ととの海 」こ付北
納規 。、務 う除財 い。

当方

相付則 ）
を等和 額法昭

含は

習
部北

特幌線 ・札内 中道
小海

殊市
教中－

一 育央

五 課区

三

さ満でずか及

西
条

３
北

入見消所

れの、、にび

税地

金数札積費在

た端

の

にあ参っ等

額がにも

税 該とす契課

当る加た

業 額は者金事 金きる約

そ、の者 の、は額
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こ西習。

は あ

殊

。特

る・
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課
育

教

治規 の自道 ）方
法則

の

施第 分

行
。 に

令号 ５
す

和下 当

昭以 相

税る の分

目
丁

７

年財 る

金等か ５の 数

免 に額に
切る相事 当

を係に税 相

て則、 っ規

すり課当業

効 最第無
と 低

政務 額
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価各る
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所の 番効の 者及検の機

月のび査
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又代製う型式の概要

１

業遊遊型製型 表 は造事

造 称は所技技式 者
名又

験 式業 の 及検の機機試

び査所のの

第

条務た 北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公検 正

の機同 安定 化

認の規年 委

定型則８申 等

員

及式第月請 に

会者 関

びに９ 告の す

型関条日 示

号

平
成
十
四
年
八

名名号日号間

区番期 者

平第公

分
遊マ高

示 成 技ジ砂

の 機ッ電

日 年 のク器

認ジ産８

成

定ャ業月号平

及ッ株

びク式日

期氏

の月

式社８

型会年

所名行地類

氏住を在種

大高代三三回

日号間名
示阪砂表重重胴

平第公

成

の府電取県県式

日大器締度志遊 年

阪産役会摩技 ８

玉浜

月号平市業郡郡機

成中株石

央式井城島 日

南社治蚊大

年区会町町

区番 者 氏

月船夫野字

８

地類分名名号

住を在種

所名行

株 株代群ぱ遊

式 式表馬ち技

会取県ん機フ会

社締伊このィ社

定バ共

三役勢遊認ー三

びウ

毒市機及ー

共崎技

テ

秀町式ン

和型ォ

島三

の

式す第氏 る

行

第

のる１名 法
律

検技項 号群
県 和 等上規馬 昭 定術の

にの定桐
市 法 す格よ生 年 関規に

野 第 規適公境 律 るにり

則合示町 しす北六
丁 昭てる海 号

月
二道
十
七公
日

安

委
火員
曜会

検
す３

関ら

にか

等）

定日

塩

第
条
６
第
則
規間

る年

場字
広

）丁原字

日二松屋

か目
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３番番
番 年

１ 間号

検ッ

番定ド
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条
６
第
則
規
る
す

関

１に
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安委 項
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名名号
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査
行地類分

埼埼回遊モサ

玉玉胴技ウミ

県県式機ジー

川狭遊のュ株

機定オ会

越山技認ウ式
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市市

の 試者及

一中型

台字び

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公東サ代

名名号
タ

示京ミ表 成 イ

の都ー取 くヨ

日豊株締 年 るー

島式役 りエ８

東社里

んレ月号平区会

成 魚ッ

池見 ク日

の 者及検の機機
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成 式 葉ち技
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街遊認タミ８

道技
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江社締

都会取

京式表
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明藤

有ホ安

区ズ
東ミ役

字検

目田の

丁新式
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等

番芝定

地

に
第

則
規
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目

会月丁治

式８二

６

社

日

式

間
年
３
ら号
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会子寄の

８見式理見機
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す
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６
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則
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年る

３
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１等
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一の

台 壽
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則
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す
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地
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１
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一
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２
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条
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１
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効
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期
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示
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日
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日
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８
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日
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番ノる
第
条
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関ら
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条
６
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則
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丁式番
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年有

期氏 月のび 番効の 者及
株代

日号間名所名

氏住

示京式表

平第公東

成

の都会取

日豊社締 年

島ロ役 ８

成東オ谷

月号平区デ
池澤 日

式業 の検の機機試

年袋

種区番 者 氏査所のの験

名行地類分名名号

を在

株 代三ぱ遊

式 表重ち技

取県ん機西会
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技定察ュ

役名遊認警ニ
ー

市
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新大機及
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株

分名名号日号間名所

平第公愛 株 遊
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中ギ ギ日 び

者及検の機
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愛株代三ぱ

日号間名所

示知式表重ち

平第公

成

の県会取県ん
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新大機
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番 者
験 式業試
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日

３
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す
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る
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６
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イ
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第
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イ
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